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(57)【要約】
　データ処理回路は、命令実行回路14および複数のメモ
リーバンクを備える。命令実行回路14は、データ値のブ
ロック（例えば、二次元の画素ブロックに対する画素値
）を並列に処理できる。このデータ値は、メモリーバン
クに記憶され（好ましくは、キャッシュされ）、そして
並列に供給される。複数の変換回路22が、命令実行回路
のブロックアドレス指定出力と、メモリーバンクのアド
レス入力との間に結合される。この変換回路は、異なる
メモリーバンクから、並列に、複数のブロックのアドレ
ス指定を可能にする。データは、選択されたメモリーバ
ンクから実行回路に、ルーティング回路によってルーテ
ィングされる。一実施例では、各変換回路は、バンクの
すべてのメモリーをアドレス指定できる。別の実施例で
は、変換回路は、画素画像のデータをメモリーバンク全
体に分配する複数の方法を、例えば、小さなブロックで
アクセスされるデータには、少ないバンクのみを使用し
、そして高い並列処理でアクセスされるデータには、よ
り多くのバンクを使用して、サポートする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロックデータポート、および前記ブロックデータポートの少なくとも1つのグループ
に対して、実行される命令によって定義されるプレーンおよび該プレーンにおける領域の
まとまりの選択の指示を出力するための、ブロックアドレス指定出力部、を有する、命令
実行回路と、
　アドレス入力部および並列メモリーアクセスポートを有する複数のメモリーバンクと、
　前記プレーンおよび前記領域のまとまりの選択の指示の1つを、メモリーバンクの選択
および該選択されたメモリーバンクにおけるアドレスに変換するために、前記ブロックア
ドレス指定出力部と前記アドレス入力部との間に結合される複数の変換回路と、
　各ブロックに対する複数のデータ値を、並列に、前記選択されたメモリーバンクにおい
て選択されたアドレスと前記それぞれのグループの前記ブロックデータポートとの間でル
ーティングするために、前記並列メモリーアクセスポートと前記ブロックデータポートと
の間に結合されるルーティング回路と、
　を備える、データ処理回路。
【請求項２】
　前記ルーティング回路が、さらに、実行される命令の制御下で、任意のそれぞれのグル
ープの前記ブロックデータポートと任意の前記メモリーバンクとの間、または複数の集合
からの任意の集合から前記メモリーバンクがグループ化されるものに、選択可能に前記デ
ータ値をルーティングする、
　請求項1に記載のデータ処理回路。
【請求項３】
　プレーンの前記選択指示が、前記プレーンに対するデータ値を記憶するメモリーバンク
を指示に応じた数だけ定義できる形式でコード化され、
　前記データ処理回路が、前記指示によって定義されるメモリーバンク数に応じて、前記
指示の少なくとも1つを、複数の変換回路に同時にルーティングする、さらなるルーティ
ング回路を備える、
　請求項1に記載のデータ処理回路。
【請求項４】
　それぞれのプレーンに対するプレーン情報を同時記憶するためのプレーン情報ルックア
ップメモリーを備え、
　各プレーンに対する前記プレーン情報が、どの前記メモリーバンクが、前記プレーンに
対する前記データ値を記憶するのに使用されるかを指示する情報を備え、
　前記プレーン情報ルックアップメモリーが、前記実行される命令によって選択されるプ
レーン情報を変換の使用のために供給する前記変換回路に結合されている、
　請求項1に記載のデータ処理回路。
【請求項５】
　前記変換回路のそれぞれが、前記それぞれの集合における前記メモリーバンクのアドレ
ス指定を制御するため、前記メモリーバンクのそれぞれの集合に結合され、
　前記データ処理回路が、前記命令実行回路の前記ブロックアドレス指定出力部と前記変
換回路との間に結合される、さらなるルーティング回路を備え、
　前記変換回路が、前記実行される命令によって前記それぞれのブロックアドレス指定出
力部に対して選択される前記プレーンの制御下で、前記ブロックの前記選択指示を、前記
変換回路のそれぞれのものにルーティングする、
　請求項1に記載のデータ処理回路。
【請求項６】
　前記ブロックアドレス指定出力部の前記1つに対して選択された前記プレーンの制御下
で、
　前記ブロックアドレス指定出力部の前記1つによって選択された前記プレーンに対する
プレーン情報に応答して、
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　そのプレーン情報が、前記プレーンのデータ値は、当該の複数の変換回路に結合される
メモリーバンクの前記集合に分配して記憶されることを示す場合に、
　　前記さらなるルーティング回路が、
　前記ブロックアドレス指定出力部の少なくとも1つから、前記ブロックの前記選択指示
を、複数の前記変換回路にルーティングする、
　請求項5に記載のデータ処理回路。
【請求項７】
　前記命令実行回路の前記ブロックアドレス指定出力部で供給される前記ブロックの前記
指示が、それぞれ、前記ブロックのサイズおよび／または形状の指示を備え、
　前記変換回路が、当該変換を、前記指示されたサイズおよび／または形状に応じて実行
する、
　請求項1に記載のデータ処理回路。
【請求項８】
　アレイにおける領域のまとまりに対するデータ値を処理するための命令を実行する方法
であって、
　前記命令において、プレーンおよび該プレーンにおける領域のまとまりの選択のそれぞ
れについて複数の指示を供給し、
　前記指示されたプレーンに対して、並列に、データ値の記憶のためのバンクメモリ回路
からのメモリーバンクの選択を有するプレーン情報を提供し、
　前記指示されたプレーンに対する前記プレーン情報を使用して、前記領域のまとまりを
、前記選択されたメモリーバンクのアドレス指定に変換し、
　前記命令の実行の一部として、前記領域のまとまりに対するデータ値をロードおよび／
またはストアするため、前記アドレス指定されたメモリーバンクと命令プロセッサーの少
なくとも一つのデータポートのグループとの間で、データ値を、ルーティングする
　ことを備える、方法。
【請求項９】
　当該ルーティングが、任意の前記メモリーバンクから、選択的に、データポートの任意
の前記グループに、データ値のルーティングを提供する、
　請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記プレーンに対するデータ値を記憶する複数のメモリーバンクの定義を供給し、
　前記メモリーバンクの数が、前記選択されたプレーンに依存し、そして
　前記ブロックの前記選択指示の少なくとも1つを、プレーンに依存した複数回、前記メ
モリーバンクのそれぞれのものに対して、並列に変換する
ことを、さらに、備える、
　請求項8に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多次元配列データを処理するための処理回路および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　国際出願公開WO2005/104027は、画素位置のブロックに対する画素値への並列アクセス
をサポートするメモリーを有する画像処理回路を開示する。周知のように、ビデオ画像は
、それぞれが対応する画素値を有する、例えば、およそ1000×500画素位置の二次元配列
を使用して、表すことができる。このような画像では、処理の目的で、例えば、32×32位
置の小さなウィンドウからの画素値が、高速メモリーに記憶される。公知の処理回路は、
このようなウィンドウ内の、例えば、4×4画素の小さなブロックの画素に対する画素値へ
の並列アクセスを提供する。
【０００３】
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　この形式の並列アクセスを提供するため、この高速メモリーは、集合で組織される複数
の並列アクセス可能なメモリーバンクを有する作業メモリーを備える。ウィンドウからの
画素位置のラインに沿った連続する位置に対する画像値は、メモリーバンク全体に広がっ
て記憶され、通常は、異なるバンクの同じアドレスであり、かつ連続するアドレスにラッ
プアラウンドしている。次のラインのそれぞれは、先行するラインの終わりに続いて記憶
され、オプションとして、現在のウィンドウの次の領域に対する画素値を先取りするため
、連続するラインの間にいくらかのメモリー空間を有する。
【０００４】
　ブロックは、記憶されたウィンドウの画素位置の部分集合を収容する。ブロックが、作
業メモリーにおいてアドレス指定される場合、このブロックの左上隅の座標が、指示され
る。この情報から、処理回路は、ラインの開始ポイントにある画素位置に対する画素値を
収容するバンク、およびそのバンクでのそれらのアドレスを識別する。処理回路は、これ
らのバンクおよび後続のバンクからの画素値を、ブロックの座標に関連する特定位置から
の画素値を必要とする計算回路のそれぞれの入力にルーティングする。
【０００５】
　作業メモリーへのこの形式のアクセスの制御は、ブロックの左上隅の座標に加えて、ウ
ィンドウの画素値の記憶方法を説明する情報を必要とし、この情報は、ウィンドウの左上
隅に対する画素値が記憶される開始バンク、そのバンクにおけるこの画素値のアドレス、
ウィンドウの記憶されたラインの長さ、ラインがラップアラウンドする前のバンク数など
に関する。
【０００６】
　ブロックからの画素値で実行される典型的な演算は、例えば、動きベクトル推定、DCT
（離散コサイン変換）計算などの一部としてのブロックマッチングを含む。これらの演算
には、異なる画像から取得される複数のブロックが関与するものがある。このような複数
アクセスをサポートするため、上記タイプの作業メモリーを、複数設けてもよい。しかし
ながら、これには、相当な量の回路領域が必要となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的の一つは、複数の異なるウィンドウにアクセスしなければならない場合に
必要とされるオーバーヘッドを少なくする多次元配列データの処理、を提供することであ
る。本発明は、独立請求項によって定義される。従属請求項は、有利な実施例を定義する
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によるデータ処理回路は、画素位置のブロックに対する画素値といった、領域の
まとまりに対するデータ値にアクセスする命令を並列に実行するための命令実行回路およ
び複数のメモリーバンクを備える。実行される命令は、プレーンおよびそのプレーンでの
領域のまとまりを複数選択する指示を定義する。これらの選択を、メモリーバンクおよび
そのメモリーバンクでのアドレスの選択に同時変換するため、複数の変換回路が、設けら
れる。したがって、命令は、同時に複数のブロックをアドレス指定するように実行できる
。
【０００９】
　都合のよいことに、ルーティング回路は、命令実行回路の任意のブロックデータポート
と、任意のメモリーバンクまたは任意のメモリーバンク集合との間で、アドレス指定ブロ
ックに対するデータ値のルーティングを提供する。したがって、命令の異なる関数に対し
てブロックをアドレス指定する異なるブロックデータポートは、すべてのメモリーバンク
またはメモリーバンク集合へのアクセスを共有できるので、命令実行回路の異なるブロッ
クポートが、異なる時間に同じウィンドウをアドレス指定しなければならない場合、ある
バンクから別のバンクにコピーする必要がない。
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【００１０】
　一実施例では、プレーン選択の指示は、ブロックに対するデータ値を配置できる可変数
のメモリーバンクを定義してもよい。したがって、例えば、1つまたは複数の第1ブロック
に対するデータを、1つのメモリーバンク集合上に分配して配置してもよく、そして1つま
たは複数の第2ブロックに対するデータを、2つのメモリーバンク集合上に分配して配置し
てもよい。オプションとして、1つまたは複数の第3ブロックに対するデータを、4つのメ
モリーバンク集合上に分配して配置してもよい。この命令は、どのメモリーバンクをいく
つ使用するかを定義する。定義されたバンク数に応じて、多いまたは少ないバンク数を使
用して、命令実行回路により、領域のまとまりに対するデータ値にアクセスしてもよい。
したがって、ブロックへの異なる形式の並列アクセスは、互いに混在してサポートできる
。
【００１１】
　一実施例では、プレーン情報ルックアップメモリーが、それぞれのプレーンに対するプ
レーン情報を同時記憶するために、設けられる。プレーン情報は、実行される命令によっ
て提供されるプレーンの識別を使用してアクセスされる。各プレーンに対するプレーン情
報は、そのプレーンに対するデータ値を記憶するために使用するメモリーバンクを指示す
る情報を備える。
【００１２】
　一実施例では、各変換回路は、それぞれの集合におけるメモリーバンクのアドレス指定
を制御するため、それぞれのメモリーバンク集合に結合される。さらなるルーティング回
路が、設けられて、領域のまとまりの選択指示を、選択されたプレーンの制御下で、変換
回路のそれぞれのものにルーティングする。したがって、変換回路とメモリーバンク集合
との間に、さらなる回路は、必要ない。
【００１３】
　さらなる実施例では、さらなるルーティング回路は、領域のまとまりの選択指示を、ブ
ロックアドレス指定出力の少なくとも1つから、複数の変換回路に、ルーティングするよ
うに構成される。これは、ブロックに対するデータ値が配置できる可変数のメモリーバン
クの使用をサポートする。
【００１４】
　一実施例では、これらの命令は、アドレス指定される領域のまとまりのサイズおよび／
または形状を定義する。各ブロックは、例えば、二次元配列においてN×M形状の位置でも
よく、整数N、M値の異なる組み合わせに応じて、異なる形状を有する。この場合、NとMと
の積が、サイズである。変換回路は、指示されたサイズおよび／または形状に応じて変換
を実行する。
【００１５】
　これらおよびその他の目的ならびに利点は、以下の図を使用して、代表的な実施例を説
明することにより、明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】処理回路を示す図である。
【図２】ベクトルアクセスユニットおよびメモリーバンク集合を示す図である。
【図３】メモリーバンクの使用を説明する図である。
【図４】集合アクセス回路を示す図である。
【図５】ベクトルアクセスユニットを示す図である。
【図６】メモリーバンクの使用を説明する図である。
【図７】メモリーアクセスのフローチャートを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図1は、バンク型メモリー回路10、ベクトルアクセスユニット12、複数の機能ユニット1
4、命令制御回路16、メモリーアクセスユニット18およびメインメモリー19を備える処理
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回路を示す。命令制御回路16は、実行すべき演算を選択するため、機能ユニット14に結合
される出力、これらの演算に関与するデータのメモリー位置を選択するため、ベクトルア
クセスユニット12に結合される出力、およびメインメモリーとバンク型メモリー回路との
間の転送を制御するため、メモリーアクセスユニット18に結合される出力を有する。機能
ユニット14は、これらの演算に関与するオペランドデータを受信するため、ベクトルアク
セスユニット12の複数のポートに結合され、そしてオプションとして、結果データをライ
トバックするためのポートに結合される。ベクトルアクセスユニット12は、データにアク
セスするため、バンク型メモリー回路10に結合される。メモリーアクセスユニット18は、
バンク型メモリー回路10とメインメモリー19との間に結合される。一実施例では、複数の
機能ユニットの代わりに、単一の機能ユニットを、使用してもよい。
【００１８】
　図2は、ベクトルアクセスユニット12およびバンク型メモリー回路10を、より詳細に示
す。バンク型メモリー回路10は、メモリーバンク26の集合20を複数と、集合20のそれぞれ
のものに対するアドレス計算回路22と、制御回路24と、を備える。集合あたり4つのメモ
リーバンクが、説明のために示される。実際には、異なる数の集合および／または集合あ
たり異なる数のメモリーバンクを、使用してもよい。
【００１９】
　バンク型メモリー回路10は、メインメモリー19におけるデータ値の部分コピーを記憶す
るために使用される。メインメモリー19のデータは、位置の配列（通常は、二次元以上の
配列）におけるそれぞれの位置に対するデータ値を表す。バンク型メモリー回路10は、す
べての位置についてではなく、このような配列における位置のウィンドウについて、これ
らのデータ値を記憶する。バンク型メモリー回路10は、ウィンドウ内の選択可能な領域の
まとまりに対するデータ値への並列アクセスを提供する。通常、これらブロックのサイズ
は、ウィンドウのサイズよりも小さい。
【００２０】
　演算中には、ウィンドウが移動されるので、バンク型メモリー回路10は、配列における
異なる位置のウィンドウに対するデータ値を進行的に記憶する。ウィンドウの移動を実現
するためのデータ移動量を最小とするため、古いウィンドウと新しいウィンドウとの両方
に属する位置に対するデータ値は、メモリーバンクにおいて同じ位置のままである。この
結果、ウィンドウの進行的な移動により、ウィンドウでの位置と、バンク型メモリー回路
10でのメモリー位置との間の関係が、進行的に変化することになる。 
【００２１】
　命令制御回路16は、プログラムメモリー、プログラムメモリーでの連続する命令をアド
レス指定するシーケンサー、および個々のオペランドを記憶するためのレジスターファイ
ルを備えてもよい。アドレス指定される命令は、演算選択コード、および異なる機能ユニ
ットに対する複数の演算のためのオペランドおよび結果レジスターアドレス選択コードを
含むVLIWタイプの命令でもよい。あるいは、単一の機能ユニットに対する単一演算命令を
、単一の演算選択コード、ならびに選択された演算に対するオペランド選択コードおよび
結果レジスターアドレスとともに、使用してもよい。一実施例では、オペランド選択コー
ドが、レジスターをアドレス指定し、そしてアドレス指定されるレジスターの出力を、ベ
クトルアクセスユニット12に結合して、ブロック選択を制御してもよい。あるいは、命令
それ自体からのオペランド選択コードを、ベクトルアクセスユニット12に結合してもよい
し、または命令からのコードと、その命令によってアドレス指定されるレジスターとの組
み合わせを、使用してもよい。
【００２２】
　この回路は、二次元以上の位置配列のデータを使用する任意の種類の処理に適用可能で
あるが、この回路は、二次元配列が関与する画像処理演算に関して説明される。これは、
例えば、ビデオ圧縮または解凍といったビデオ画像処理に適用できる。本明細書に使用さ
れる図では、多くの並列信号線が、単線で描かれていることを理解すべきである。さらに
、好ましくは、広範囲なパイプライン処理を使用してもよく、すなわち、説明される演算
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の異なる連続する段階を、異なる実行サイクルで実行してもよいし、一方で、後の演算の
早い段階が、進行してもよいことを、理解すべきである。しかしながら、パイプライン処
理については、この演算の理解には必要ないので、説明されない。
【００２３】
　演算では、処理回路が、プログラム、例えば、画像処理のためのプログラム、の命令を
処理する。メインメモリー19は、画像全体を表すデータを記憶する。画像は、画素位置の
二次元配列およびこれらの画素位置すべてに対する画素値によって定義される。このプロ
グラムは、画素位置のブロックに対する画素値に並列演算を適用する命令を収容する。こ
のブロックは、画像全体よりも大幅に小さく、例えば、4×4位置または8×8位置のブロッ
クである。並列演算を実行する命令は、ブロックをアドレス指定し、そして命令の実行に
は、バンク型メモリー回路10における並列でのそのブロックの画素位置に対する画素値の
ロードおよび／または記憶が関与してもよい。
【００２４】
　バンク型メモリー回路10は、ブロック全体に対する画素値への並列アクセスを提供する
。実際に、バンク型メモリー10は、ブロックよりも大きい画素位置ウィンドウに対する画
素値を記憶する。メモリーアクセスユニット18は、メインメモリー19とバンク型メモリー
10との間の画素値の転送を制御する。この目的のため、メモリーアクセスユニット18は、
初期化コマンド、ウィンドウ移動コマンド、ロードコマンドおよび記憶コマンドを含む、
命令実行の一部としての複数の異なるタイプのコマンドを実行するように構成してもよい
。
【００２５】
　初期化コマンドは、制御回路24にプレーンを定義する。この初期化コマンドは、plane_
idを定義するパラメーター、このプレーンに対する画素値が記憶される1つまたは複数の
メモリーバンク集合を選択するためのパラメーター、選択されたメモリーバンク集合（1
つまたは複数）に画素値が同時記憶される画素位置のウィンドウ寸法を定義するパラメー
ター、現在のウィンドウに近接する画素位置の先取り領域の寸法を定義するパラメーター
、およびこのプレーンに対する画素値が記憶されるメモリーバンクにおける開始アドレス
を定義するパラメーター、を有してもよい。オプションとして、初期化コマンドは、画素
位置の異なるラインに対して使用するため、選択されたメモリーバンク集合（1つまたは
複数）内に部分集合を定義するパラメーターを有してもよい。オプションとして、このウ
ィンドウの寸法および先取り領域は、標準ウィンドウサイズを参照して定義してもよい。
【００２６】
　ウィンドウ移動コマンドが、実行される場合、制御回路24は、画像における現在のウィ
ンドウの位置を変更する。これには、メモリーバンクにおけるウィンドウの開始アドレス
を表すプレーン情報の更新が、関与する。さらに、実行により、次のウィンドウでの画素
位置に対する画素値の先取り、および／またはストール（現在のウィンドウのすべての画
素位置に対する画素値がロードされるまで）をトリガーしてもよい。ウィンドウ移動コマ
ンドは、このコマンドを適用するplane_idを定義するパラメーター、スキャンモード選択
パラメーター、およびオプションとして、関与するメモリーバンク集合を選択するための
選択パラメーター、を有してもよい。
【００２７】
　ロードおよび記憶コマンドは、実行される場合、画素位置のアドレス指定ブロックに対
する画素値が、選択されたプレーンについてアクセスされる。これらのコマンドは、plan
e_idを選択するパラメーター、およびコマンドで関与するブロックをアドレス指定する座
標を有してもよい。オプションとして、関与する1つまたは複数の集合を、選択してもよ
い。ロードまたは記憶コマンドの実行には、選択されたブロックのアドレスによって決定
されるアドレスでの、プレーンを記憶する1つまたは複数のメモリーバンク集合、選択さ
れたプレーンに対するメモリーバンクでの開始アドレス、および現在のウィンドウの開始
アドレス、へのアクセスが、関与する。
【００２８】
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　命令制御回路16が、命令を処理して画素ブロックに演算を適用する場合、命令制御回路
16は、選択情報を有するコマンドをベクトルアクセスユニット12に適用して、この命令に
対するオペランドとして選択される1つまたは複数のブロックを指示する。これに応答し
て、ベクトルアクセスユニット12は、この選択された1つまたは複数のブロックに対する
画素値を、並列に、機能ユニット14に供給する。命令制御回路16は、演算選択コードを機
能ユニット14に適用して、画素値に適用される演算を制御する。
【００２９】
　演算の典型的な例は、ブロック比較であり、ビデオ圧縮計算またはフレーム間圧縮演算
の一部としての動きベクトル推定に使用できる。ブロック比較には、選択したブロックの
ペア（可能性としては、異なる画像）での、画素値の画素単位の減算が、関与する。この
ような演算の場合、異なるブロックにおける対応する位置の画素値が、機能ユニット14に
一緒に供給されなければならない。
【００３０】
　バンク型メモリー10は、複数のウィンドウに対する画素値を一緒にストレージでき、こ
れにより、異なるウィンドウからの画素位置のブロックに対する画素値に、互いに混在し
てアクセスできる。典型的な例では、各ウィンドウは、異なる画像からの画素値を収容す
るか、または同一もしくは異なる画像からの異なる色プレーンに対する画素値を収容する
が、もう一つの方法として、異なるウィンドウが、異なるウィンドウ位置における同一の
画像および／または色プレーンからの画素値を収容してもよい。
【００３１】
　図3は、バンク型メモリー10における複数のウィンドウのストレージの第1実施例の一例
を線図的に説明する。長方形30は、それぞれのウィンドウに対する画素値30のストレージ
を記号化したものであり、それぞれが、集合での連続するアドレスに広がり、アドレス数
が、その長方形の高さによって記号化されている。1つまたは複数のブロックにアクセス
する命令が実行される場合、命令制御回路16は、そのウィンドウにおけるブロックのx, y
座標および「plane_id」をベクトルアクセスユニット12に供給する。このplane_idは、ア
ドレス指定されるウィンドウを識別する。このplane_idは、x, y座標と組み合わせられる
プレーン情報を参照し、メモリーバンクにおける画素値のアドレスを計算する。この計算
は、プレーンに対する画素値がメモリーバンクに記憶される方法に依存する。
【００３２】
　ウィンドウに対する画素値は、本来的に公知の方法でメモリーバンク画素上に分配され
て記憶されるので、ウィンドウの行に沿った画素位置のセグメントに対する画素値および
連続する行のグループに対する画素値には、異なるメモリーバンクから並列にアクセスで
きる。すなわち、画素値は、バンクに分配して記憶されるので、同じブロックに属する画
素値は、同じメモリーバンクの異なるアドレスには記憶されない。これは、本来的に公知
である。
【００３３】
　一実施例では、この分配には、十分な数のメモリーバンクの使用が関与し、こうするこ
とで、ブロックの高さよりも小さく離れたブロックの異なる行を、異なるメモリーバンク
に記憶できる。さらには、この実施例では、ブロック幅よりも小さく離れた行における異
なる画素位置に対する画素値を記憶するために、互いに異なるメモリーバンクの使用が、
関与する。また、一実施例では、近接する画素位置に対する複数の画素値は、オプション
として、同じアドレスのメモリーバンクに一緒に記憶できる。
【００３４】
　最初に、ウィンドウの左上隅の画素位置に対する画素値は、プレーンにリザーブされる
アドレス範囲の第1アドレスにある第1メモリーバンクに記憶される。しかし、このウィン
ドウが移動される場合、「新しい」ウィンドウの画素位置に対する画素値が、メモリーバ
ンクの「古い」ウィンドウにある画素位置に対する画素値に連続的に置き換わる。こうす
ることで、数回の移動後には、プレーンにリザーブされたアドレス範囲の第1アドレスに
ある第1メモリーバンクは、現在のウィンドウの左上隅にある位置の画素値を、もはや記
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憶せず、その代わりに、このウィンドウ内の他の場所の画素位置に対する画素値を記憶す
ることになる。
【００３５】
　一実施例では、プレーン情報は、関連ウィンドウの画素値を記憶するために使用される
メモリーバンクにおけるアドレス範囲、記憶されたウィンドウの座標、およびウィンドウ
の左上隅の画素値が記憶される開始メモリーバンクアドレスを指示する。ウィンドウの保
存に異なる方法が使用できる、さらなる実施例では、プレーン情報は、画素値がメモリー
バンク上に分配される方法を指示する情報も収容する。
【００３６】
　図4は、メモリーバンク集合にアクセスするための集合アクセス回路40を線図的に示す
。複数のメモリーバンク集合が、使用される場合、このタイプの集合アクセス回路が、メ
モリーバンク集合のそれぞれに対して少なくとも1つずつとなるように、複数使用できる
。集合アクセス回路40は、プレーン情報ルックアップメモリー42、アドレス変換回路44、
およびルーティング回路として動作するデータクロスバースイッチ46を備える。
【００３７】
　プレーン情報ルックアップメモリーについては、いくつもの別の実施例が、存在する。
一実施例では、プレーン情報ルックアップメモリー42は、複数のレジスター集合を備え、
各集合が、それぞれのplane_idに対するもので、異なるレジスターが、異なるプレーン特
性を制御する。別のプレーン情報ルックアップメモリー42は、プレーン特性を制御するた
めのデータを収容する異なるメモリー位置を有するメモリー行列を備えてもよい。もう一
つ別の方法として、命令によってアドレス指定されるレジスターファイルにおける汎用レ
ジスターを使用して、プレーン情報を記憶および呼び出してもよい。この代替方法では、
プレーン情報の呼び出しは、従来のレジスターアクセスとして実行される。
【００３８】
　この回路は、プレーン情報ルックアップメモリー42と結合されるplane_id選択入力41を
有する。プレーン情報ルックアップメモリー42は、アドレス変換回路44およびデータクロ
スバースイッチ46の制御入力に結合される出力を有する。アドレス変換回路44は、ブロッ
ク座標情報を受信するための入力43に結合される。アドレス変換回路44は、異なるメモリ
ーバンク（図示せず）に結合されるアドレス出力44aを有する。データクロスバースイッ
チ46は、メモリーバンク（図示せず）のデータ出力に結合される入力および画素値を並列
に機能ユニット（図示せず）に供給する出力45を有する。データ出力45のみを有する実施
例が、例として示されているが、もう一つの方法として、データ入力またはデータ入力／
出力を設け、この回路をメモリーバンクのデータ入力またはデータ入力／出力に結合して
もよいことを、理解すべきである。
【００３９】
　演算では、命令制御回路16が、plane_idおよびブロック座標を集合アクセス回路40に供
給する。これに応答して、集合アクセス回路40は、plane_idを使用して、プレーン情報ル
ックアップメモリー42からプレーン情報を呼び出す。アドレス変換回路44は、呼び出され
たプレーン情報およびブロック座標を使用して、メモリーバンク（図示せず）にアクセス
するためのアドレスを計算する。データクロスバースイッチ46は、呼び出されたプレーン
情報および、オプションとして、ブロック座標を使用して、メモリーバンク（図示せず）
のデータ接続および機能ユニット（図示せず）へのデータ接続の間の接続を制御する。
【００４０】
　プレーン情報ルックアップメモリー42は、同じメモリーバンク集合における異なるウィ
ンドウ（例えば、異なるウィンドウ30）に対する複数のplane_id値についてのプレーン情
報を同時記憶するためのメモリー空間を有する。プレーン情報ルックアップメモリー42は
、供給されたplane_idの値によって選択されるプレーンについてのプレーン情報を供給す
る。
【実施例１】
【００４１】
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　第1実施例では、集合アクセス回路40は、異なるメモリーバンクから、一度にウィンド
ウの1行のみの画素位置、すなわち、N×1サイズのブロック（Nはブロック幅）、のセグメ
ントに対する画素値への並列アクセスをサポートする。この目的に対するアドレス計算は
、本来的に公知である。参照のための一例として、この実施例では、アドレス変換回路44
は、ブロックの開始ポイント（例えば、左上隅）の画素値を記憶するメモリーバンクのイ
ンデックスをA0+x/K+w' *y mod Lから計算してもよい。ここで、A0は、現在のウィンドウ
（プレーン情報で定義されるところの）の第1画素値を記憶するメモリーバンクのインデ
ックスであり、xおよびyは、ブロックの開始ポイントのアドレスを形成し（ウィンドウの
始まりに関連する座標）、Kは、各バンクに記憶される位置数であり、w'は、ウィンドウ
の連続するラインの開始バンク間の間隔（プレーン情報で定義されるところの）、そして
Lは、ウィンドウに使用される（プレーン情報で定義されるところの）バンク数である。
【００４２】
　開始ポイントの画素値を記憶するメモリーバンクの計算されたインデックスを使用して
、そのインデックスを有するメモリーバンクからの画素値（1つまたは複数）を、開始ポ
イントに対する画素値が供給されるべきポート54の部分にルーティングできるように、デ
ータクロスバースイッチを制御する。
【００４３】
　また、アドレス変換回路44は、ブロックの画素値が記憶されるメモリーバンクでのアド
レスを計算してもよい。アドレス変換回路44は、開始ポイントに対するアドレスを、例え
ば、B0（ウィンドウの左上隅に対する画素値が記憶されるアドレスであり、プレーン情報
で定義される）と、(x/K+w'*y-A0)/Lの整数部分との和から計算してもよい。アドレス変
換回路44は、最初のバンクよりも小さなインデックスを有するバンクにおいてこのアドレ
スに1を足した画素値を計算してもよい。計算されたアドレスを使用して、メモリーバン
クにおけるメモリー位置をアドレス指定する。
【実施例２】
【００４４】
　さらに複雑な第2の実施例では、集合アクセス回路40は、異なるメモリーバンクから、
近接する複数の行における複数のセグメントでの画素位置に対する画素値への、すなわち
、ブロック幅Nでブロック高さM（1より大きい）の画素位置を有するN×Mサイズのブロッ
クへの、アクセスをサポートするように構成してもよい。理解されるように、これには、
ブロックにおける異なるライン、および異なるメモリーバンクの異なる行における同じ列
の画素位置に分配される画素値のストレージについての、アドレス変換回路44による同様
のアドレス計算が、関与する。
【００４５】
　さらなる一実施例では、ブロックのサイズおよび／または形状は、動的に選択可能であ
る。したがって、例えば、N×Mのブロックを選択できて、整数NおよびMは、異なる命令に
対して、いくつもの異なる値をとることができる。NおよびMは、例えば、命令において、
またはプレーン情報において、指示してもよい。この実施例の一例では、アドレス変換回
路44は、選択されたＮおよびMの値について情報を受信し、そしてこの情報を使用して必
要なバンクを計算する。
【００４６】
　命令制御回路16は、複数のブロックを選択するための出力を有する。複数の集合アクセ
ス回路40が、設けられて、すべての出力からの選択を並列に処理できるようにする。一実
施例では、各集合アクセス回路40が、メモリーバンク集合および命令制御回路16の出力の
それぞれの組み合わせに対して、設けられる。したがって、プロセッサーが、選択オペラ
ンドブロックに対して複数のフィールドを有する命令を実行する場合、各フィールドを、
既定の集合アクセス回路40と関連づけてもよい。このフィールドは、命令において、例え
ば、文字表記のplane_idおよびブロック座標として、ブロックを定義するか、またはplan
e_idおよびブロック座標を収容するレジスターを示す選択値によって定義するか、または
文字表記のデータおよびレジスター選択の組み合わせ、例えば、命令における文字表記の
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plane_idおよびブロック座標を収容するレジスターを示すフィールドの選択値として定義
される。
【００４７】
　この実施例では、命令の各フィールドがもたらすplane_idおよびブロック座標は、その
フィールドに関連する集合アクセス回路40に供給される。集合アクセス回路40の出力45か
らのデータは、オペランドとしてのフィールドを有する命令で選択される演算を実行する
機能ユニットに転送される。このフィールドが、演算結果を選択するフィールドである場
合、出力45の代わりに、入力が使用され、そしてデータは、この演算を実行する機能ユニ
ットから転送される。
【００４８】
　図5は、命令フィールドとメモリーバンク集合の、より柔軟な関連づけを提供するベク
トルアクセスユニットの一実施例を線図的に示す。ベクトルアクセスユニットは、プレー
ン関連づけ回路50、さらなるルーティング回路として機能するオペランドクロスバースイ
ッチ52、および複数の集合アクセス回路40を備える。このユニットは、命令制御回路（図
示せず）と結合される制御入力がある複数のポート54を有し、各ポート54を、実行される
命令におけるそれぞれの既定のフィールドと関連づける。ポート54はまた、このフィール
ドによって選択されるデータを使用または生成する機能ユニット（図示せず）に結合され
るデータ出力および／または入力を有する。4つのポート54が示されているが、これより
も多い、または少ない数でもよいことを、理解すべきである。
【００４９】
　オペランドクロスバースイッチ52は、集合アクセス回路40およびポート54の間に結合さ
れ、そしてプレーンおよびブロック選択を各ポート54から任意の集合アクセス回路40に、
ポート54から供給されるplane_idに応じて、ルーティングするためのルーティング回路と
して動作する。ポート54のplane_id接続は、オペランドクロスバースイッチ52の入力に結
合される出力を有するプレーン関連づけ回路50に結合される。プレーン関連づけ回路50は
、プレーン情報ルックアップメモリーの共有部分として考えてもよいが、明確にするため
、別々に示されている。
【００５０】
　プレーン関連づけ回路50は、集合アクセス回路40および複数のポート54の間のクロスカ
ップリングを制御し、plane_idによって識別されるプレーンを記憶するメモリーバンク集
合に対する集合アクセス回路40に各ポートを結合する。一実施例では、プレーン関連づけ
回路50は、それぞれの対応するplane_id値に関連する集合アクセス回路40の識別を記憶し
、受信したplane_id値に応答して、これらの識別を呼び出し、そしてオペランドクロスバ
ースイッチ52を、ポート54のplane_id入力によって識別される集合アクセス回路40への各
ポート54に結合させる。オペランドクロスバースイッチ52は、ポート54からのplane_idお
よびブロック座標を、選択された集合アクセス回路40に渡す。オペランドクロスバースイ
ッチ52は、選択された集合アクセス回路40との間でデータを双方向に受け渡す。
【００５１】
　好ましくは、オペランドクロスバースイッチ52は、選択可能なルーティングパスを提供
し、命令の任意のオペランド選択フィールドを任意の集合アクセス回路40にルーティング
できるようにする。したがって、各オペランド選択フィールドは、任意のメモリーバンク
集合をアドレス指定できる。オプションとして、すべての集合アクセス回路40のデータク
ロスバースイッチ46もまた、任意のメモリーバンク集合と任意のポート54との間のデータ
を、オペランドクロスバースイッチ52によるルーティングと調和して、ルーティングする
ように構成される。あるいは、オペランドクロスバースイッチ52は、このレベルでのルー
ティングを提供するために、さらなるデータクロスバースイッチを備えてもよい。結果的
に、異なるポートで使用するために、同じ画素値のコピーを記憶する必要はない。
【００５２】
　あるいは、オペランドクロスバースイッチ52は、限られた変量のクロスカップリングを
提供できるようにして、すべてのポートをすべての集合にカップリングすることを許可せ
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ずに、ポートをメモリーバンク集合の重複する組み合わせにカップリングすることを許可
する。これにより、ポート間で他のメモリーバンクを共有することなく、メモリーバンク
のある程度の共有（または、少なくとも、すべてのポート間には至らないメモリーバンク
の共有）が可能となる。こうして、あるメモリーバンク集合を共有する必要がないことが
、あらかじめ分かっている場合、回路オーバーヘッドを、低減することができる。
【００５３】
　原則として、プレーン情報ルックアップメモリーは、各ポート54と関連づけられてもよ
く、この場合、オペランドクロスバースイッチは、プレーン情報を関連する集合アクセス
回路40にルーティングするように構成される。別の実施例では、plane_idのみがルーティ
ングされ、プレーン情報ルックアップメモリーは、このルーティングされたplane_idによ
ってアドレス指定した集合アクセス回路と関連づけられる。
【００５４】
　一実施例は、集合アクセス回路40がメモリーバンク集合と関連づけられているものを示
しており、ブロックアドレスは、plane_idまたはプレーン情報の制御下でポート54から集
合アクセス回路40にルーティングされなければならないが、もう一つの方法として、集合
アクセス回路40が、ポート54と関連づけられて、バンクアドレス指定をルーティングしな
ければならないようにできることも、理解すべきである。この実施例では、バンク選択は
、ルーティングの前または後、すなわち、オペランドクロスバースイッチ52を基準として
メモリーバンク側またはポート54側で作用できる。
【００５５】
　図6は、ウィンドウ60、62、64、66を適合可能な複数のメモリーバンク集合上に分配し
て記憶できる一実施例のバンク型メモリー10の使用を説明する。この例では、一ウィンド
ウ60に対する画素値は、すべての集合上に分配して記憶される。別のウィンドウ62に対す
る画素値は、2つの集合上に分配して記憶される。さらなるウィンドウ64、66に対する画
素値は、それぞれの集合上に分配して記憶される。図は、ストレージの一例を表している
だけであることを、理解すべきである。実際には、他の組み合わせのウィンドウのストレ
ージを使用してもよい。各プレーンに対して、選択された組み合わせのメモリーバンク集
合を、使用してもよく、そして選択された集合のメモリーバンクにはアドレスの範囲（1
つまたは複数）がある。例えば、1つの集合を使用するプレーン、2つの集合を使用するプ
レーン、および4つのプレーンを使用するプレーンが、選択できる。より多くの集合を使
用すると、選択された集合に対して、より高い並列処理が可能になる。
【００５６】
　この形式のストレージの一利点は、異なるサイズのブロックをオペランドとして使用す
ることをサポートすることである。例えば、1つの集合にあるウィンドウ64に対する画素
値のストレージは、4×4画素領域のまとまりへの並列アクセスをサポートし、4つの集合
にあるウィンドウ60に対する画素値のストレージは、8×8画素領域のまとまりへの並列ア
クセスをサポートする。
【００５７】
　一実施例では、ベクトルアクセスユニットは、図6に示されるタイプのストレージをサ
ポートするように構成される。この目的のため、図5に示される構造の回路を使用でき、
ここでは、オペランドクロスバースイッチ52は、ブロック座標およびplane_id（またはプ
レーン情報）を単一のポートから複数の集合アクセス回路40に渡し（その単一のポート54
へのplane_idに対するプレーン情報が、プレーンに対して複数の集合が使用されることを
示す場合）、そしてその複数の集合と、単一のポートおよび／またはブロックにアクセス
するために単一のポートとともに使用されるポート群との間で画素値を渡すように構成さ
れる。
【００５８】
　データ側では、ポート54は、可変数の画素値の入力および／または出力をサポートする
ように構成してもよく、複数の集合アクセス回路40からの画素値は、単一のポート54に供
給される（その単一のポート54へのplane_idに対するプレーン情報が、示されたプレーン



(13) JP 2010-505158 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

に対して複数の集合が使用されることを示す場合）。あるいは、一方のデータに対してと
、他方のplane_idおよびブロック座標に対してとで、別々のルーティング制御を、使用し
てもよい。したがって、例えば、オペランドクロスバースイッチ52は、単一のポート54に
よってアドレス指定される画素値を、この単一のポート54および1つまたは複数のポート5
4の論理的近隣を含むポート群に、ルーティングするように構成してもよい（その単一の
ポート54へのplane_idに対するプレーン情報が、示されたプレーンに対して、複数の集合
が使用されることを示す場合）。
【００５９】
　他の実施例では、機能ユニットに供給される画素値の数が、使用される集合の数に依存
しないモードを、サポートしてもよい。この実施例では、追加の画素値選択回路（図示せ
ず）が、集合アクセス回路40とオペランドクロスバースイッチ52との間に設けられて、複
数の集合アクセス回路によって供給される画素値からポートに供給するための画素値を選
択してもよい。この実施例では、画素値選択回路は、関連するポート54でplane_idによっ
て選択されるプレーン情報からの制御下、例えば、プレーン関連づけ回路50を介して、選
択を実行する。
【００６０】
　一実施例では、メモリーアクセスユニット18は、ウィンドウ（1つまたは複数）の移行
を実施するため、画素値の進行的な置き換えを制御する。したがって、画素値は、メイン
メモリーとメモリーバンクとの間でコピーされ、移行ウィンドウに対する画素値は、メモ
リーバンクでアクセス可能になる。これには、メモリーバンクのサイズが、相対的に小さ
く保てるという利点がある。しかしながら、もう一つの方法として、プレーン全体を記憶
できる大きなメモリーバンクを、使用してもよい。この場合、メインメモリーの使用、お
よびメモリーバンクとメインメモリーとの間のコピーは、必要ない。
【００６１】
　メモリーアクセスユニット18は、プレーン情報のコピーに従って、異なるプレーンにつ
いての画素位置に対するメインメモリーアドレスおよびメモリーバンクアドレスを計算し
、そして計算位置での画素値を読み取りおよび書き込みする。機能ユニットで複数の命令
が実行されるごとにのみ、ウィンドウが移動されるので、通常、メモリーアクセスユニッ
ト18によって実行される計算量は、機能ユニットによって実行されるものよりも、大幅に
少ない。そのため、メモリーアクセスユニット18は、通常、機能ユニットと同じような大
量並列アクセスを、必要としない。一実施例では、メモリーアクセスユニット18は、プロ
グラムプロセッサーとして実装でき、このプログラムプロセッサーは、プレーン情報のコ
ピーに従って、異なるプレーンについての画素位置に対するメインメモリーアドレスおよ
びメモリーバンクアドレスを計算し、そして計算位置での画素値を読み取りおよび書き込
みするようにプログラムされる。別の実施例では、進行的な置き換えを実行する目的で設
計された回路を、使用してもよい。
【００６２】
　水平方向右側に移行するウィンドウには、このウィンドウの左側の列に対する画素値を
、このウィンドウの右側の列に対する画素値によって置き換えることが、関与する。例え
ば、メインメモリー19からバンク型メモリー10へのデータ転送の場合、メモリーアクセス
ユニット18は、ウィンドウの左側の列にある画素位置に対する画素値を記憶するバンクに
おけるメモリー位置を、ウィンドウの右側の列にある画素位置に対する画素値で上書きす
る。理解されるように、これは、現在記憶されているウィンドウの左上の画素位置に対す
る画素値を記憶するメモリー位置が、処理中に、進行的に変化していることを意味する。
水平方向左側に移行するウィンドウも、同様の方法で実施できる。
【００６３】
　一実施例では、メモリーアクセスユニット18は、先取りベースで、バックグラウンドに
おいて演算される一方、機能ユニット14は、現在のウィンドウ位置に適用する命令を処理
する。この目的のため、追加空間をメモリーバンクにリザーブしてもよく、ここでは、現
在のウィンドウの外側にある位置に対する画素値は、次の移動でウィンドウに入る位置に
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対する画素値によって、置き換えられる。メモリーバンクへのインターリーブアクセスお
よび／またはマルチポートアクセスを、このようなバックグラウンド演算に対して使用し
てもよい。これにより、ウィンドウ外側の位置に対する画素値を置き換えながらも、ウィ
ンドウ全体を、並列アクセスに利用し続ることが可能になる。
【００６４】
　したがって、例えば、N×Mのウィンドウが、一度にS画素位置のステップで右側に進行
的に移動される場合、少なくとも（N+S）×M画素位置の領域に対する画素値が、記憶され
る。最初に、最も左側のN画素位置が、ウィンドウを定義する。これらの画素位置に対す
る画素値は、並列アクセスのため、メモリーバンクに記録され続ける。同時に、メモリー
アクセスユニット18は、メモリーバンク内へ右側に次のS画素位置に対する後続の画素値
をロードする。ウィンドウが、S画素位置だけ右側に移動された後、ウィンドウの左側のS
画素位置に対する画素値を記憶するメモリー位置は、利用可能となり、メモリーアクセス
ユニット18は、ウィンドウの右側の次のS画素位置に対する後続の画素値をメモリーバン
クのこれらの位置にロードする、といったように続く。必要な変更を加えることで、同様
のアプローチを、左側に移動する場合にも使用できる。
【００６５】
　加えて、垂直方向上側または下側に移行するウィンドウは、このウィンドウの左側の列
に対する画素値を、このウィンドウの右側の列に対する画素値によって置き換えることが
関与することでサポートされる。同様に、ウィンドウが、S画素位置のステップで上側ま
たは下側に移動される場合、N×（M+S）画素位置に対するメモリー空間を、リザーブして
もよい。動的に選択可能な移動方向は、（N+S）×（M+S）画素位置に対するメモリー空間
をリザーブし、そしてこのウィンドウに沿うL形状の縁に対する画素値をプレロードする
ことによって提供される。同様のアプローチが、出力画素値に対しても使用できる。例え
ば、S画素位置のステップで右側に移動される出力ウィンドウの場合、メモリーアクセス
ユニット18は、現在のウィンドウの左側のS画素位置に対する画素値をメインメモリーに
ライトバックするので、次の移動後には、ウィンドウの右側にS画素位置の空間を作り出
す。
【００６６】
　あるいは、メモリーアクセスユニット18は、このウィンドウの一番下または一番上にあ
る行の画素位置に対する画素値によって、ウィンドウの一番上または一番下の行にある画
素位置に対する画素値を記憶するバンクにおけるメモリー位置を上書きするが、この場合
、画素値がアップロードされる間、画素アクセスのために機能ユニットを使用することは
、避けるか、または休止しなければならない。
【００６７】
　現在のウィンドウの処理が終了したことが、信号伝達されると、メモリーアクセスユニ
ット18は、必要な場合、次のウィンドウの先取りを完了し、そしてそのウィンドウに対す
るプレーン情報をアップデートする。理解されるように、機能ユニット14（1つまたは複
数）によって生成される画素値を有するウィンドウの場合、メモリーアクセスユニット18
は、現在のウィンドウの外側にある画素値についても、可能性としては、バックグラウン
ドで、メインメモリーへのライトバックを実行してもよい。メモリーアクセスユニット18
は、異なるplane_idによって識別される複数のウィンドウに対しても先取り、および／ま
たはライトバックを実行してもよい。
【００６８】
　一実施例では、異なるウィンドウに対するプレーン情報は、プログラム制御下で、動的
に生成される。あるいは、プログラム実行全体で同じままの定義済みプレーン情報を、使
用してもよい。動的定義の場合、プレーンの定義には、plane_idに対するアドレス範囲を
識別するためのplane_idに対するデータを、ルックアップメモリー42に書き込み、そして
さらに、ウィンドウの座標およびそのplane_idのウィンドウの第1画素位置に対する画素
値の位置へのポインターを初期化することが、関与してもよい。加えて、ウィンドウのサ
イズが選択できる場合、このサイズを定義する情報が、このplane_idについて書き込まれ
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る。この情報は、このウィンドウが記憶される集合アクセス回路に対するルックアップメ
モリー42に書き込まれる。異なる集合を同じポート54からアドレス指定できる実施例では
、情報は、プレーン関連づけ回路50にも書き込まれて、plane_idをこのプレーンの画素が
記憶される集合と関連づける。
【００６９】
　プレーンの画素値を複数の集合に分配して記憶できる実施例では、プレーンの定義には
、plane_idに対するアドレス範囲を識別するため、各集合アクセス回路40のデータをその
集合に記憶し、そしてさらに、ウィンドウの座標およびそのplane_idのウィンドウの第1
画素位置に対する画素値の位置へのポインターを初期化することが、関与する。この実施
例では、plane_idをプレーンの画素が記憶される複数の集合と関連づけるため、情報が、
プレーン関連づけ回路50にも書き込まれる。理解されるように、これにより、演算中、異
なる種類のウィンドウのため、バンク型メモリーを再利用できる。
【００７０】
　図7は、命令処理のフローチャートを示す。第1ステップ71では、命令が受信され、そし
てデコードされる。第2ステップ72では、画素位置オフセットが、命令のオペランドから
計算される。オプションの第3ステップ73では、命令を完了するのに十分なデータが、メ
モリーバンクにない場合、命令処理が、遅延される（命令の実行を開始する前に、十分な
データが利用できるように構成される回路の場合、このステップは、必要とされない）。
また、必要な場合、オプションとして、同じデータへの同時アクセスによって生じる衝突
を防止するため、アクセスアービトレーションが、実行される。別のアクセスとの衝突が
ある場合、例えば、他方のアクセスを遅延するか、または命令の実行を遅延させるかして
、この衝突が、解決される。第4ステップ74では、命令からのplane_idを使用して、プレ
ーン情報を呼び出す。第5ステップ75では、このプレーン情報を使用して、命令のために
アクセスする必要があるメモリーバンクにおけるアドレスを計算する。第6ステップ76で
は、メモリーバンクが、アクセスされる。第7ステップ77では、メモリーバンクからの画
素位置の異なるラインに対するデータが、記録される。第8ステップ78では、メモリーバ
ンクからの画素位置のライン内の異なる位置に対するデータが、記録される。当業者には
、複数の異なるステップを、異なる命令に対して、パイプライン方式で実行してもよいこ
とが、理解されるであろう。
【００７１】
　この記録ステップは、本来的に公知であり、そして、そのため、詳細には説明されない
。簡単に説明すると、ブロックの異なるラインの画素値は、このメモリーバンクと、異な
るメモリーバンクとでは、異なるアドレス（または連続するアドレスの集合）に記憶され
る。データの進行的な置き換えのため、後続ラインが、後続のアドレスまたはバンクに記
憶され、周期的にロールアラウンドしながら、置き換えがどの程度進行しているかに応じ
て、ブロックの一番上のラインを、これらのアドレス（アドレス集合）の任意の1つで、
そしてバンクの任意の1つに、記憶できる。ライン再配列では、ブロックの一番上の画素
位置に対する画素値を収容するバンクからの画素値を、このブロックの一番上からの画素
値を受信しなければならないデータポート部分などに、ルーティングする。画素再配列で
は、ブロックの一番左の画素位置に対する画素値を収容するバンクからの画素値を、この
ブロックの左からの画素値を受信しなければならないデータポート部分などに、ルーティ
ングする。
【００７２】
　少なくとも、メモリーバンクの一部、例えば、命令実行回路の異なるポートからアドレ
ス指定できるウィンドウに使用されるような部分は、共有してもよい。
【００７３】
　上記の実施例は、本発明を限定するというよりも、むしろ説明するものであり、そして
当業者には、添付の請求の範囲を逸脱することなく、多くの別の実施例が設計できること
に留意すべきである。請求項において、括弧内に配置されるすべての参照符号は、本請求
項を限定するものとして解釈されない。用語「備える」は、請求項において列挙されるも
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の以外のエレメントまたはステップの存在を排除しない。エレメントに先行する単語「a
」または「an」は、このようなエレメントの複数形の存在を排除しない。本発明および本
発明で使用される回路は、複数の相異なるエレメントを備えるハードウェアを用いて、お
よび／または適切にプログラムされたプロセッサーを用いて実施してもよい。エレメント
を列挙するデバイス請求項において、これらのエレメントの複数を、ハードウェアの同一
の一アイテムによって実施してもよい。ある対策が互いに異なる従属請求項で復唱されて
いるという単なる事実は、これらの対策を有利に組み合わせて使用できないことを示唆す
るものではない。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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